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1971年インド人ロセンサスの概要
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はじめに

インドの人llセンサスの歴史は古い。インドにおける

いわゆる近代的人目センサス(itl)の始まりは． 1872年に

までさかのぼる。1971年人日センサスの実施にあたって，

国民の協力をよぴかけたインディラ・ガンディ首相のメ

ッセージによれば，まさに「インドの人ロセンナスは100

年の歴史を印した」ことになる（注2)。その意味で， 1971

年センサスの調査員マニュアルにおいて，心得一般とし

て「インド人 Ilセンサスは，長い伝統をもつものであ

り，世界においてもっともすぐれた人目センサスの一つ

であるという名声を博している」（注 3) と述べ，調査員に

このようなセンサスの実施に参加することの意義と説明

しているのは， うなずけないわけではない。

たしかに，インドの人ロセンサスは名声を博している

が，それは必ずしも調査の方法がすぐれていることによ

るものではないように思われる。 1971年現在で， 5億

4816万の人口と 329万平方キロの広大な国士をもつ（注 4)

インドにおいて， 10年ごとに悉皆調査を実施す心ことは，

驚異的なことであり，それなりの統ni組織の確立と行政

力があってはじめて可能なことではある。しかしながら，

教有水準が低く，占い社会慣習が依然として根強く浅っ

ているインドのような伝統的社会においては，統叶調査

は調査を実施する主体の側からも，調査される客体の側

からも大きく flilj約されざると,えなしU)か実惜であ 9らそ

の調在規模の雄大さもこることながら，インド人11セン

サスの名山のゆえんは，むしろこの辺にあるように思わ

れる。

そこで，本稿では世昇における最大の統計調査の一つ

ともいえるこのインドの人目センサスをとりあげ，そこ

での間題点を明らかにするための一つの作業として，統

,it調査の方法上の観点からできるだけ細かい検討を加え

てみたい。これを通して，インド人ロセンサスの評価の

91こめの手がかりがえられると息うからである。

最初に述べたように，インドにおいては， 1872年に第

1回の人ロセンサスが実施されて以来， 1971年人ロセン

"三くまでで11回の人ロセンサスが実施されたっ第 1回の

センサスは， 1865年から1872年こし、たるl川に行なわれた

非同時調査であった（注 5)。第2回以降1971年センサスま

でのセンサス年月 f:I（よ次のとおりである（礼 61c

第2回 1881年 2月17H

第 3回 1891年 2月26H

第4回 1901年 3月 1H 

第5l司 1911年 3月1OH

第 6回 1921年 3月18H

第7回 1931年2月26H

第8阿 1941年：3月 1H 

第 9回 1951年 3月 1H 

第10回 1961年 3月 1日

第11回 1971年 4月］ H 

第 8回までは，英領インド時代のセンサスで，第 7回

1931年センサスまでは，現在のビルマ，バングラデシュ，

ペキスタンをも含んで1{、るが，データは若干の修正をけ、

どこせば，現在のインドに合わせることができる。また，

1941年センサスでは， 1937年にビルマがインド帝国から

分離し，インドの境界に変化か起こってしるので問題か

あるが，実際にはこの1941年センサスの結果は，多くの地

域で年齢別データなどの製表が行なわれなかったので，

境料の『サ閉且を考慮¢9)外におくと 1ても，現在てはほとん

ど利用できないのが実清である直T。
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Ⅰ　調査の組織
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1971年センサスは，独立後 3回目の人ロセンサスであ

り，当初は前回のセンサスと同様に， 1971年3月 1H現

在で実施される予定であったが，その 3月に総選挙が行

なわれたために 4月 1日現在に 1カ月延期された。イン

ドでは 3月は冬から夏へ移る季節で，酷暑とそれにつづ

くモンスーンの始まる前の時期である。また，北部イン

ドでは雪の影響がなくなる時期で，かつ人々の移動の少

ない時期であるという理由から， 3月がセンサス月に選

ばれたのであるが， 1971年センサスで；ま上記の事情から，

4月 1日現在ではじめて人ロセンサスが行なわれること

になった。

以下，この1971年センサスについて，調査の組織，調

査の方法，調査事項，結果の集計，出版の順に，なるべ

く前回の1961年センサスと比較を行ないながらみてみよ

う。また，最後にすでに発表された結果データについて

も若干の検討を試みることにする。

（注 1) 近代的人 llセン→トスし＇）特員に，、いては，拙

稿「人 ll七ンサス論序説」（『社会学年誌』早稲田大学

社会学会弟18号昭和52年3月）参照。

（注 2) A. Chandra Sekhar, Registrar General 

& Census Commissioner, Pro℃isional Population 

Totals, Census of India 1971, Paper 1 of 1971, 

Series 1, Delhi, The Manager of Publications, 1971, 

p. 32. （以下， 1971年七ンサス報告書の引用において

は，糾，，， RegistrarGeneral & Census Commissioner, 

Indiaの表記を省略する）

（注 3) Instructions to Enumerators for Filling 

up the Individual Slip, Census of India 1.971, p. 

1. 

(/t 4) General Population Tables, Census of 

India 1971, Series 1-India, Part II-A (i), Delhi, 

The Controller of Publications,・ 1975, p. 54. 

なお，最近のイントの人口は，推ii・ではあるが1975

年年史現在 5億9810)i人てある。 (UN,Afonthly Bul-

letin of Statistics, October 1976, p. 2) 

(11 5) 1971 Indian Census Publications, Delhi, 

Government of India Press,〔1975〕のまえがきに

よる。ただし， 1872年の調在が中心になってし、たよう

で， 1872年2月21日を第 1回七ンサスのセンサス日と

してしヽ る人もいる。 (Gupta,D. B. & M. K. Premi, 

Sources and Nature of the Official Statistics of 

the Indian Union, Delhi, Ranjit Printers & Pub-

lishers, 1970, p. 20.) 

（注 6) 上掲 Gupta& Premi, op. cit., p. 20を部
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分的に参照して作成した。

（注 7) Zachariah, K. C., A Historical Study 

of Internal "'vfigration in t加 IndianSub-Conti-

nent, 1901-1931, Bombay, Asia Publishing House, 

1964, pp. 4-5, 10ー20.

I、調査の組織

インドの統計制度は，分散型 (decentralized)である。

インドは，，州の連合組織であるから，統計についてもシ

中央政府と州政府の間に所管の分担がある。また，中央

政府においては，各省の間に所管する統計の責任が分担

されている（注 1)。このように二重の意味で分散型を示す

インドの統計制度は複雑で，各機関から作成公表される

統汁が多種多様であることは，よく知られているところ

である。

しかし，分散型といっても統計調査の実施にさいして

連絡調整をはかる機関は存在する。中央政府の内閣官房

の下にある中央統計局 (CentralStatistical Organisation) 

は，国民所得，工業統計，消費者物価指数などを担当す

ると同時に，各省間およぴ各）、卜！との間の連絡調整の機能

を果たすことになっている。この中央統計局は，統計庁

(Department of Statistics)に属している（注2)。しかしな

がら，この統計庁は，中央統計局のほかに全国標本調査局

(Directorate of National Sample Survey)とコンピュ

ーター・センターを合わせた単なる組織上の名称であり，

それ自体特別の機能を発揮していないようである。それ

ゅぇ， インド中央政府における統計の中心は，一応，中

央統計局と考えてよいようである。

J•H政府レペルでは，中央との連絡調整およびJ•I•1 の統計
行政を担当する部局が設置されている（注3)。

以上がインドの統計機構の概略であるが，人ロセンサ

スの担当は，中央統計局ではなくて内務省 (Ministryof 

I Iome Affairs)にある人口登録局 (Officeof the Regis-

trar General)である。正確にいうと， 1948年のインド

センサス法（注4)によって，人口登録局長 (RegistrarGen-

eral)がセンサス長官 (CensusCommissioner)を兼務

し人目登録局がセンサスの業務を行なうことが定めら

れたのであなこのセンサス長官は，内務省において職

務上事務次官 (Ex-OfficioJoint Secreta巧）の地位が与

えられている（注5)。人口登録局は，正しくは人口登録お

よびセンサス局 (Officeof the Registrar General and 

Census Commissioner for India)という長い名まえで

ある。
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この人口登録局は，人ロセンサス，人口動態統計およ

びその両者を補う社会調査 (SocialStudieヽ ）の三つを所

管することになっており，現在，長官の下に 3人の次長

(Deputy Registrar General)がおり， それぞれがこの

三つの分野を一つずつ担当して長官を補佐している。セ

ンサス担当の次長の下には，五つの部があり，センサス

実施に必要な総括，調査，製表・出版，データ処理，人

口分析，トレイニング，地図などの仕事を分担している。

五つの部は次のとおりである（注 6)。

総務部 (AdministrationDivision) 

髯農ii主；三：；；：戸三三゚ 1:1)on)

言語部 (LanguageDivision) 

中央のセンサス機構は以上のとおりであるが，、）、1、|以下

の地方の組織は次のとおりである。まず， ,JH(State)と

特別地域 (UnionTerritories and Other Areas)には，

各 1名のセンサス実施官 (Directorof Census Opera・

tion)がおかれ， これが小11レベルでのセンサス実施の責

任者となる。センサス法第 4条第 1項によれば，中央政

府は，センサス長官とともに9}|｛レベルでのセンサスを監

督するセンサス実施監督官 (Superintendentof Censu，， 

Operations)を指名することができることになっており，

このセンサス実施監督官が行政上の便宜から1969年に前

記のセンサス実施官を兼務することになった（注 7)。

1971年センサス実施の時点では，インドは， 17の州と

12の特別地域とに分けられていたので，合計29人のセン

サス実施監督官が任命された。この監督官のもとには，

副官 (Deputy)と補佐官 (Assistant)がおり，監督官を

補佐することになっている。ちなみに， 1971年センサス

にさいしては， 100人以上の副官と30人近い補佐官が任

命されている（注8)。なお，現在のインドの行政組織は，

その後変更があり， 22の州と 9の特別地域からなってお

り，その下に356の郡(District)と約60万の村がある（注9)

が， 1971年のセンサス報告書は， 22の州と 8の特別地域

について作成されており，センサス実施時にはアッサム

の中の一郡 (MizoDi!;trict)であった現在のミゾラム特

別地域については，以前の郡の扱いとなっている。この

点については後述する。

上記の監督官は，専任でそれなりの組織と権限を与え

られているが，インドのような広大なところで州の下に

位置する郡以下についても専任のスタッフをもった特別

の組織を作ることはばく大な経費を要するであろう。そ

れゆえ，郡以下の行政単位では，センサス担当官 (Cen-

sus Officer)は兼務の形で任命される（注10¥。従来とも，

インドのセンサスにおいては，地方の行政機関はセンサ

ス実施監督官の指導のもとに，センサスの実施にさいし

て全面的な協力を行なうことにより，センサス実施の組

織の手うすな面をカバーすることになっている。

郡レベルでは，通常は郡の行政機関の長が郡センサス

全イント
州または特別

地域

第 1図

郡

1971年人ロセンサスの組織図

テーシル等，
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Ⅱ　調査の方法
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担当官 (DistrictCensus Officer)に任命され，郡における

センサス実施について，凋査員の訓練をも含めてすべて

の責任をもつことになっている。郡の下の行政単位であ

るテーシルなど (Tehsils,Talukas or Thanas)では，

その長にあたるものが担当官 (CensusCharge Officer) 

に任命される。大きな町 (largertowns)も，このテーシ

ル・レベルでの扱いと同じとする。

このテーンルまたは大きな町の下に，行政の末端料織

である村または町 (villageor town)があるc この村ま

たは町の単位ごとに調査区 (Enumerator'sBlocks)が双

定される。通常，農村地区では約 750人の人口を，また

都市地区では約 600人の人「」を含むように調査区が定め

られる。

この調査区一つにつき一人のセンサス調査員 (Censuヽ

Enumerator)が任命されるが，そのほかに約 2割程度の

予備調杏員が確保されているしこのセン壮ス調在員に

は，従来の経験からみて小学校の教員主たは徴税役）、

(Village Patwari)がもっとも多く任命された。 また，

センサス調在員 5人に 1人の割で，指森員 (CensusSu-

pervisor)がおかれ，実施の監仔と指蒋にあた？た。

以上が， 1971年人Ilセンサスの組織の概要であるe こ

れを図示すると第 1図のとおりである今

(/l l) Gupta & Premi, op. cit., p. 4. 

（汗． 2) 松 Ill 迎）、•嗣『アジア語 1,,i:う紐， 1• J,il l.ll』 （飢

冗参考竹打 153) アジア経済研陀斤 1970り 25(） 

，ミー今、;
／ ぐ1

(ii: 3) ー船的な打称とし -cには紐 ril!,; (Statistical 

Bureau) (Gupta & Premi, oj,. cit.い紐孔Y,il肱図に

よる）と I, ヽ i) ，！してし，るか， i-11 によりそい名杓•，はことり

プ f・ しみ ，. :ヽ,。 t:cへit，ケーララ •J+l で,:t Bureau of Economicぺ

& Statistics、バンジ～＇I・ープ州てit, Economic & Sta・ 

tistical Organisation. 

(iL4) 1948年9月 3il付け， i＇去往第 37り。

(tl, 5) Cupta & Prcmi, op.,・it.. p. 7; Plans & 

Programme.I‘, （＇en.ms of India 1971. llelhi, p. Ii. 

(｛ 1 6) PlaIls & ProgranI•99i9.9§, 、.... Annexurc -A 

(i L 7) General Pojmlation Tables----.., p. 3 

(i ] 8) 1,lan.s & ljrogrdI)I IIl{’・I‘9 9 9 9 9、Ant1 exu r(: （.‘, 

(t 1 9) 197 / Iluliil91 (＇｛'91.tus I)uhli,•9liions，宅；；e’,9,

ぎ ：こよる。

（i[1(）） センサ，人 r)、弟 4条第 2J'貝に t;し、:, ＇：、II政府

;，＇ l、;’9,'’‘,9 ') ，9、411‘'i'1 :’り） i19. i’’↑カヽ 廷i.9,;i，℃．｛ ！ ごし、，ec 
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II 調査の方法

l. 調査票

l971年人11センサスでは次の四つの調査票が使われ

i -O  

il) 仕宅名簿 (Houselist) 

121 "l~ 業所票 (Establishment Schedule) 

(3) 側人寮 (IndividualSlip) 

(41 人口出録票 (PopulationRecord)：社 1)

1961年人ロセンやスでは， il)住宅名簿，（21個人票，（31

世帯粟 (HouseholdSchedule)の三つが使われた。住宅

名簿は1971年のものも1961年のものとほぼ同じものであ

るが， 1月）、瞑について：ま， 1971年にはいくつかの項目が

追加され．さらに1961年の経験にもとづいて調査方法が

変更された部分があり，それにともな＇）て個人栗の没~I

も改陀されて、，、る。

1t業所粟は， 1971年に初めて採用されたもので力）る。

主た， 人口記録粟は1961年センサスの世帯黙の裏面の部

分 (Partll)だけをとり出したものである情2,。1961年

の恨帯悪の PartIぱ．経済特性について土に農耕且帯

と家内-L業を対象として調査したものであった。そこで

心農業セン｀ナスにお1、,、て調査されるような項目が中心

とな，ており、 1971年センサスにおいては， FAOの提

唱：こ合わせて近く農業センサスの実施が予定されたの

で，その部分の凋査を人llセンサスから除外したのであ

るは3!。

以下， 1971年0四つの調査栗につ '9‘-—，こまかくみて

みよう 0

(11 it宅 名 簿

この名簿；ま，人いセンナス実施のための基礎表として，

閲査ドの設定と人II概数の推定，さらにはセンザス実査

における照査表なとに利用すると同時に、 種の住宅調

査をも兼ねたも 0〉でおるっ住宅名簿の作成は，事業所悪

の作成とし、，＇，しょ iこ1970年のうちに行なわれた。さきに

ふれにように，住宅名簿は1961年のものとほぼ同じ形に

パ， 9) て＼＇るが，空屋につ＼、てのとり扱＼，ヽ が厳密 iこなっ'9-
し、る， 1961年セン＇」トスにおし、ては，し、わふる空屋のほ力・，

に． ＜ずれかかった家民や空き地に主で建物番号かり・え

らオし，行しく＇笠屋の数が多くな，）てし主，）にので， 1971

年には空屋の理由と確かめるように指導された（注 4)。

住宅名簿の様式ば，長頭に17の項目が記載されており，

1 l女の｝廿紙iこ公（）行の叫人ができ：：ょうに討，てし、る 0 17 

の項flど出入内容は次のとおりである。
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①行番号

R建物番号

建物 (building)とは「通常←ー・つの構造をもコたもの

で，←一つ以卜の住居， Tド業所，または両者兼用のために

使用されるりi位よりなっているもの」（社：5，と定義されて

いる。しかし長晃方式の場合はそれぞれ別の建物として

とり扱う。また， 1ilJ人の所布する敷地にある建物は召

使い用の建物，ガ｀レージ等を含めて→つの建物としてと

り扱うことになっている。

③ センサス住宅番号

センサス住宅とは， 「道路，中庭あるいは階段からの

入日を独立してもっていて，分離されて使用されている

建物ないしは建物の一部分旦］ 6) をいうトてれは使用さ

れて＼、なくてもよいし， ft}けの目的に必ずしも使用され

ていなくてもよい。

次にこのセンサス住宅について，

⑭) かべの材料

⑤ 屋根の材料

について，そのi:，なものを爛べることになってし、る。

⑮) センサス住宅り使用且的（住宅，商店，併用住宅，

卓務所， ］＾，場，作業所，作業所兼住宅，学校，役所，病

院，ホテル，空屋等の区分）

(7) 事業所(II:7)として使用されているか否か（もしそ

うなら，事業所票に詳細を記入する）

次に，もっばらまたは部分的に住宅として使われてい

るセンサス住宅について

R世梢器号

批帯 (Hou~ehold) とは，「通常生活を共にし，特別の

事情のないかぎ I)共通の台所から食事をとっている人々

の集まり」（注8'と定義されている。いっしょに生活して

いる召使いや，食事を共にする使用人も世帯に含まれる

（注9)。通常は，世帯は一つまたはそれ以J・の住宅を占有

するが，キャンプやホテルなとでの生活者，家のない人

はこの限りではない。

⑨ 世帯主の氏名

世帯主とは，「通常，机帯0)維持に対して iなる資任を

もち， jtf:'}tを代表して決定を下すこと（ハできる人」（江10)

と定義されている。イントでは，世幣土は法的に何の定

めもないので，調査にさいしては上記の定義をいって申

告をうけることになっている。

⑩ もし指定カースト (ScheduledCaste)か指定部族

(Scheduled Tribe)に秘 lているならその夕tぇ

⑪室数

＠ 持ち家か借家の別

次に，調査時における世帯の人員について，

⑲男の数

⑭女の数

⑮男女計

⑯ 世帯が農耕に従事しているか否か

⑰備考

ここの備考にぱ，｛6）の欄が空屋のものについて，空屋

の理由を“廃屋”,“修理中”,“借家人募集中”などと具

体的に記入することになっている（注11)。

以上が住宅名簿の内容である。これを1961年と比べて

みると， 1961年においては，建物が事業所として使用さ

れている場合にぱ，それについて業種，従業員数，勤カ・燃

判の種類なとと開べることになっている。しかし， 1971年

センサスにおいては，事業所については次にみるように

別の調査票を用いて詳しい調査をすることにしている。

(2) 事業所栗

まず，事業所とは， 「もっぱら自家消費のためではな

＜品物が生産｛．しくは製造されろ場所，工場，仕事場，

家内工業のごとくサービスの提供や修理が行なわれる蝙

所，卸・小売業や商業サービスの行なわれる場所，役所，

娯楽場，さらこは教育的・社会的サービスの提供される

場所」（注12)をいう。 この場合，これらの場所では， 1人

またはそれ以上の人が働いていることが必要条件であ

る。この定義によれば，一応農業従事者と農業労働者が

働いている場所を除いたすべての生産活動が行なわれて

いる場所が含まれることになる。

この事業所粟による調査は，すべての事業所について

基礎的な情報を収集することが第 1の目的であることは

もちろんであるが，いまひとつ，この調査によって将来

の標本調査のためのフレームを作るごとを目的としてい

る（注13)。

しかしながら， ｀この調査は，前述の住宅調査と同時に

1970年中に行なわれ，各事業所への接近は建物に着目し

てなされているので，特定の建物をもたないで行なわれ

るような生産活動の単位，たとえは竪外での作業や巡回

：こ上る生産括動などはカバーし：し、f砂ヽ。

調査票は，表頭の11の項Hについて 1枚のシートに12

行記人できるように設計されている。 11の項目は次のと

おりである。

①行連雷

/g) センサス住宅番号

これには住宅名簿における番号と同じものを記入す

8I 
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る。

⑧ 事業所名または業主名

④ 政府，民間，協同組合の別

⑤ 調査時前 1週間または最後のシーズンにおける平

均従業員数（業主および家族労働者を含む）

次に，製造もしくは加工あるいはサービスの提供が行

なわれる事業所について，

⑥ 家内工業，登録工場，未登録作業場の別

⑦ 生産，加工，サービスの種類

二つ以上の業種の場合には主なものを記入する。

R 燃料および動力の種類

次に，取引きを主とする事業所について，

⑨ 売買した商品

主なものを一つあげる。

⑩ 卸売，小売の別

その他の事業所について

⑪ 業種（官庁，学校，鉄道，映画館，ホテル等の別）

以上が1970年に行なわれた事業所票による調査の概略

である。住宅名簿の作成およびこの事業所調査と同時に，

1971年のセンサス実査のために調査区ごとの見取図が作

成された（江14)。

(3) 個人票

個人票は，これを用いて1切1年 3月にセンサスの実査

が行なわれたわけであり，その意味で1971年センサスに

とってもっとも基本的なものであるということができよ

う。センサス結果の多くは，この個人票によって収集さ

れた情報を集計・製表して得られるものであり、センサ

スの評価は，この調査票の内容と調査方法いかんによっ

て大きく左右されるだろう。その意味で，個人票の個々

の調査項目については，節を改めて次節m 調査事項で

詳しく検討するので，ここではその概略を述べる。

いうまでもなく，個人票は各人について 1枚を使用し，

その人の地理的属性，人目学的属性さらには経済的属

性を調査するものである。 1971年の個人票は， 17の項目

よりなっている。いま， 1872年以降の11回のセンサスで

採用された佃人票の調査項目を一覧表に示すと第 1表の

とおりである。

これをみると次の三つのことに気づく。すなわち，

1971年センサスにおいては，出生力に関する贋問が新た

に加わっていることがその第 1点である。第 6の項目に，

現在結婚している婦人を対象として結婚年齢（初婚の時

より現在までの年数）と過去 1年の間に子供を生んだか

否かの二つの質問が加えられた。これは，よく知られて
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いるように人口動態統計が不備であるインドにおいて，

センサスによって出生力に関するデータを収集すること

をねらったものである。人口増加の著しいインドにとっ

て，出生力に関する正確なデータの確保は，人口政策遂

行上もっとも切実な問題の一つとなっている。

第 2の特徴として，第8の項目としてもっとも最近の

前住地 (placeof last residence)に関する質間が加わっ

たことがあげられる。インドにおける人口移動とりわけ

人口の都市への集中も大きな社会問題となりつつある。

従来，出生地のデータを用いて不正確ながら人口移動に

ついて若干の分折がなされていたが， 1971年センサスに

よって前住地に関するデータが利用可能となれば，より

詳しい研究が可能になるであろう。

第 3に，経済的属性に関する質問の仕方に新しVヽ 工夫

がなされたことである。インドのような国で経済的属性

についての調査には，常に困難がつきまとうことはよく

いわれるところであるが， 1971年センサスにおいては

1961年センサスでの調査の経験を生かして，労働力人ll

と非労働力人口の把握の仕方，および失業者のとらえ方

などについて改善がなされている。この点についても

次節以下で若干の数字を示しながら検討することにする

ので，ここでは省略する。

(4) 人口記録票

この記録票は，各世帯単位に個人票から転記すること

によって作成される。これの目的は二つある。第 1に，

個人粟を世帯単位に整理し，世帯の人員構成を概観でき

るようにするとともに，将来の調査のためのフレームと

して役立てることである。第2に，調査実施後短期間に

手集計で作成される第 1次センサス結果表作成のために

調査員に課せられている調査且抜茉表 (Enumerator's

Abstract)（注15)の作成に役立てるためである。

さきにふれたように，この記録票は1961年センサスの

世帯粟の褻面とほぼ同じもので，表頭に九つの項目があ

り， 1枚のシートに10行が記入できるようになっている。

九つの項目は，当然のことながら個人票にある項目で，次

のようないわば臨本的に重要な屈性が抽出されている。

①行番号

R氏名

R 世帯主との続き柄

④性別（男）

⑤ 性別（女）

⑥年齢

⑦ 配偶関係
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⑧ 読み書き能力（文盲か否か）

R 主な経済活動

以上が1)L1つの調査票の慨略である。このほか1971年セ

ンサスの実施にさいしては，調査員のためのマニュアル

もいくつか作成されている。ちなみに，四つの調査票と

マニュアルなど関係資料の印刷に要した紙の址は，約

:!500トンの大払に達したとのことである社1610

2. 実 査

個人票を用いた1971年人llセンサスの実査は， 1971年

4月 1日，日の出時 (theSunrise of 1st April 1971)現

在の人口を対象にして行なわれた。調査員の訪問は，実

際には 3月10nから 3月31Hまでの間に行なわれ， 4月

1 IIから 4月 3nまでの 3日間の修正作業で再訪間が行

なわれ， 4月 1日の日の出時現在として出生・死亡・移

動などについて追加・削除などの修止が行なわれたっ

インドの領士1ま，東経邸度 7分から97度25分にわたっ

て拡がっており，日の出の時刻は必ずしも同じではなく，

日の出時をセンサス廿寺と定めることはあまり科学的でな

いかもしれない。しかし，インドのセンサスにおいては

伝統的にこの 11の出の時刻をとっているのは，一つには

それが誰にでもはっきりわかる具体的な時刻であること

によるのだろう。

北部のジャム・カシミール，ピマーチャル・プラデー

シ，ウッタル・プラデーシの一部地域においては，；翌の

ため 3月には調森ができないので1970年の 9~l(）月の間

に実究が行なわれた。また，西ベンガル州では当時政惜

不安のため 3月10日の選挙前に，すなわち 2月 1Hから

28Hの間に実脊が行なわれ， 4月 lHからの 3日間で修

iE作業が行なわれた守17)。

また，打名なインドの路上生活者， こじきあるいは遊

牧民など家のない人々についての調査は， 3月31日の夜

を期していっせいに行なわれた。

凋査は， 1人の調査員が人11600~75(）人の＇^ つの調査

区を担当し，他叶式 (canvassermethod of enumeration) 

で行なわれた。調査員マニュアル（注18)によれは，まず世

帯主に面接して質間をし，次にttt帯上に近い順に質間を

して調査票を記人するよう指示されているが，世帯の構

成員全員に面接して質問するのか，あるいは誰かに代わ

って答えてもらってもよいのか，また幼児とか老人に対

する調在はどうするのかについての指示はない。他の個

所では非常に懇切ていねいに指示がなされているのに，

このような括本的な，点で指示があいまいになっている。

1971年センサスでは，調査員 1人につき， 40ルビーの

手当てが支給された。この内訳は， 1970年に行なった住

宅名簿の作成と事業所票の調査手当が15Jレビー，個人票

による調査手当が25,レビーとなっている。 1961年には合

計 1人あたり 15~20ルピーの手当てが支給されたが，そ

れ以前はインドセンナスにおいては調査員は無報酬であ

った0 40ルピーといえばわずか 6ドル足らずであるが，

調査員に対する待遇は若干改善されつつあるといえよ

う。それでも， インド全体でみると調査員手当は4000万

ルピー以上にも達するわけである。しかし，センサス実

施の費用は，もちろん調査員手当だけではないが，いま

かりにインド人 1人あたりになおしてみると，わずか 7

パイサ (0.07ルピー）にすぎない（注19)。

次に調杏対象者のとり扱いをみてみよう。 1971年セン

サスにお＇｀、ては原則として常住地土義にもとづいて，調

在期間中に特定の場所に常仕するすべての人と対象とす

ることになっている。しかし，実際には次のような規定が

なされている。すなわち， 3月31日夜現在の路上生活者な

ど住宅のない人，および住宅に仕む人のうち次の四つの

ケースにあてはまる人をすべて調査の対象とする注20)。

① 通常自分の付居に滞在し，かつ調査期間中 (3月

JOHから 3月31日まで）もずっとそこに滞在する者

も 通常自分の住居に滞在するが，調査員訪間時に不

在の者で，かつそれ以前の調査期問中に｝まそこに滞在し

た者

R 通常自分の住居に滞在するが，調査員訪間時に不

在の者で，かつ 4月 1日以前に帰ってくると考えられる

者

（、4〕 調査期間中ずっと自分の住居を離れて，他の冊帯

に滞在する訪間者（これは常住者でないが，上の①，②，

③には入らないので，現在地で調査する）

この④のケースは現在地主義による人口ということに

なる。主た，路上生活者，こじきなども現在地主義によ

る人IIとみてよ＼‘だろう 0 それゆえインドの人ロセンサ

スは常住地主義と現在地土義を併用していることにな

る。

最後に，調査区のほかに今度のセンサスで導入された

市街化地域の概念についてみてみよう。 一つは， 1961年

のものと同じく市部 (Urban Areas) と郡部 (Rural

Areas)の区分である。この定義は次のようである（注21)。

市部とは，

(11) 公けに市あるいは町として認めちれてし、る地城，

および

(b) 次の三つの基準を固時に満足する最小の行政単位
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1872年七ンサス 1881年センサス
ー・・ ・ - --．．-•一·- -

1.住宅番サ，平' 1. 同）i｝者につし、

屋根・かわら ての連茶

ぶき・かやぶ
ぎの別

2. 男子の仄名

3. 年齢

4.宗教

5. カーストまた
は陪級 (class)

6. 人種，国鈴，
または出生国

7.職業

8.学校，大学，
個人教授て教
育をうけてい
る20歳以下の
青年

9.読み潟ぎ能力

10. 女子の氏名ま
たは続芸柄

11. 年齢

12. 宗教

13. カーストまた
は陪級

14. 人種， し国藉，
または出生国

15.学校，大学，
涸人教授で教
育をうけてい
る20歳以下の
女子

16. 読み国＼能力

名r‘ ~
 2

 

3. 削偶関係
(condition) 

隧婚・未婚・
死別の別

4. 性別

5. 年齢 (/1仙年齢）

6. 宋教

7, カース 1、 （ヒ

ンズー教），宗
派（その他の

宗教）

8. 母語 (Mother
tongue) 

9. 出生地

10. 男子の職業，
また働くこと
のでぎる少年
と女子の職業

11. 教育

(1)教育をうりて
tヽる

(2)教育をうけて
いないが読み
書きでぎる

(3)教育をうけて
いなくて読み
甚きできない

12. 病人

(1)精神胎

I 
- ー→，一へ• • - .•- --

1891年こンサス 1901年ーニンサス
~ ‘̀ r-~ r c ・ヽ・・・・・・・

1. 辿番わよび 1. 住宅番サ
氏名

l 

i 

女t
'
 

V

、

a[~

' ,
.
9
 2

 

ぇ
ドr”い

＾
~
ぐ

’~r 
~t
• ヽ

3
 

4. カースト
（ヒン~ズー

教とジャイ
ー）教），部族
または人種
（その他の
宋教）

5. カーストの
細区分(sub-
division) 

6.'}i女の別

7. 年齢

8. 既婚，未婚，
死別の別

9.儲語 (Par・
ent tongue) 

10. 出生の郡，
州または国

11. 職枢またし了．
t，オの手段

12. 枕学中・文

白か否か
(literate or 
illiterate) 

13. 言語（就み
甚ぎできる
者に対して）

2.連番

3
 

,(:名

4.宗教

第 1表調査漿（個人票）における

』•一・

! 1911年セ／ →r: | 19;1年こンザス

i -{.il-—-- |―----
1. （i宅に印され 1.住宅番り

た七ンサス番

号

5. 楳女の別

6. 湖婚• K術・
タヒ別の別

7.年齢

8. カーノ、卜（ヒ
ンスー教とジ
ャイナ教），部
族ま，＇こしよ人種
（その他の宗

教）

9.職朱ぇとは生
ittの手段（実
際に1励し、てい

る人の）一上
な tク）

10. I百且••一一ー補助
的なもの

l1．被扶義者
(dependants) 
の生計の手段

12. 出土地

13.通常使用する
卓• ？五
F i199 

14.文盲か否か

15. 炭，］合を知って
し~ヽるか否か

2. 被調丘者の辿
番：

3. 氏名

4.宗教（キリス
ト教について
は宗辰）

5．開女の別

6. 既婚・未妍．

死別の加

7.年齢（満年齢）

8. カース：、（ヒ
ンズー教とジ
ャイナ教），部
属iたは人稀
（その他の宗
教）

9.主な職党

10.補助的な職業
（もしあれば）

11. 被払義者の場
合一―ー扶疑者
の主な職業と
生討の手段：

12. 出生の郡，
または国

州

13. ふたん家庭て
話す言語

l:•1 . 文白；！．if,:，りヽ

15. 英語の説み畠
ぎ能力

盾r4 

~) 
ウ
1

名1
¥
 

3
 

4.宗教

i
f
"
―
 

リ）女の別

6. 赴婚・未婚
・死別の励

7. 年齢

8. カースト

9. 足際に位い
ている人の
主な職業

10̀ ；だ際に伸且、
てしヽる人i})

補助的な職
‘喝}< 

11. 被扶蓑者の

生計の手段

12. 出生の郡

13．戸語

14. 文自か否か

17. 盲）＇
(2)生まれつぎの！ 14. 精神病者，

‘’つ＇）あ ろうあ者 ’しまれつき 16. 精神胎占， fi| 15. 

者，精神病者， のろうあ者 16. 精神病者，牛． 人，生まれつ 1

白痴， ら1,、柄 i iTA, ↓9、、 まれぐノ．ぎのろ ぎの；＇）＇］あ

患者なとの男 I (3)恒 H 料：れ者がい！ うあ者，盲人 1 者，いし、病患

女別数を品入＇ れば -の

する備考爛 (4)らい病
I , - ま7こ1．；らい病 者はここに記

瀾に記入 患者 入 16. 病人

-、- - -- ~ ・ ~ -- .  rr  -—一、→一

（出所） 1961年セン，！スまては Gupta,D. B. and M. K. Premi, Sources and Nature of the Official Statistics 

サスについては似人票により策者がi]1反した。

英語を知っ
ているか否
ヵ、
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1. 氏名

2.世帯主との続き柄

3. 性別

4. 年齢

5. 配偶関係

6. 有配偶(currentlyimar-
ried)の婦人に対して

(a)結婚年齢

(b)過去 1年の間に子供を
生んだか否か

7. 出生地

(a)出生地

(b)郡部・市部の別 (Rural/
Urban) 

(c)郡

(d)1-li• 国名

8.前住地(Lastresidence) 

(a)前住地

(b)郡部・市部の別

(c)郡

(d)州・国名

9. 居住期問

10. 宗教

11. 指定カーストまたは指
定部族

12. 説み書き能力

13. 教育水準

14. 母語

(2)従業上の地位| (c)屈用者か否か 15. その他の言語

10.主な生計の手
11. 8.9.10. 以外の仕

i, 16.主な経済活動

段
事をしている者 (a)大区分

(a)仕事の種類
(i)労働者

(ii)非労働者

(b)仕事の場所（村・町の

名）

(c)事業所名

(d)産業の種類

(d)事業所名 I (e)仕事の種類
13. （ここは州政

府が任意に使
(f)従業上の地位

用する項目） I 12．冒；ていない人の 17．副業(Secondarywork) 

22.英語の読み科ぎ能 I '1 （a)~(f)の項目は 16.と同

ヵ i 14. 性げI」 |13. 性別 じ

--- --- ----. ------、-—、----―’`  ＿ _ ＿ 

of the Indian Union, Delhi, Ranjit Printers & Publishers, 1970の付表 (p.20と 21の問）より引用， 1971年セン

2. 連番

a.氏名

4. 宋教

5. 馬女の別

ー一覧表 (1872~1971年センサス）

一一一一一一一一一—- -・ - -- --、
1941年センサス 1951年センサス

- -ー・-̀~ -―---

1. 氏名 i 1. 氏名および世
帯主との続き
柄"IJ 

．．
 ＇ 

．
 

2
 
:l.)、神，部朕，

スト

4. 宋教

| 
5. 既婚・未婚・タ［別，

・離別の別

6. 句齢

6. 既婚・未婚
・死別の別

7. 年齢

8. カースト，
部族ま t:け

人種

9. かせぎ手・
被扶批者())

別

10.主な職業

11. 補助的な職
業

12. 廂用されて
いる産業

13. 出生の郡

14. 言語

15.補助的面語

16. 文盲か否か

カー I
| 

18. 病人

7.8.既婚名に対し
・:,出生児数およ
び第 1(-lti生時の
年齢

9. 全面的あるいは部
分的に被扶餐者

10.杖授者の 1i;;1の「

段

11. 11給 の 助 手 （ 屈 用
されているもの）
など (Paidassist-
ants employed etc.) 

12. 船用さ ilてしヽるか
否か

13. 求職中

14. 牛社の手段

15. 生計を立てるため
に慟く年間の期聞

16. 熙用主の仕事の種
類

17. 出生の郡

18.伍語

19. その他の日常使用
するインドの言語

20. 託み書き能力
(Literacy) 

17. 英語を知っ！ 21. とこまて勉強した
ているか否 か (Howfar have 
か youread?) 

2. 国箱，家教，
特別のグルー
プ

(a)国藉

し1り宗教

(c)特別のグルー
プ

3.市民権 (Civil
condition) 

4. 年齢

5. 出生地

6. 難民(Displac•
ed persons) 

7.母語

8. 第 2の詞語

9.労懺力状態

(11非労働力

11. 補助的な生計
の手段

12. 説み書き能力
および教育

1961年センサス

1. (a)氏名

(b)世帯主との続き
柄

2. 年齢（満年齢）

3. 配偶関係

4. (a)出生地

(b)村で生まれたか
町で生まれたか

(c)居住期間（他所
で生まれた人に
対して）

5. (a)国籍

(b)宗教

(c)指定カース 1、お

よび指定部扶

6. 説み魯き能力およ
び教育

7. (a)母語

(b)その他の言語

8.農業従事者
(Cultivators) 

9. 農業労伽者

10. 家内工業従事者

(a)仕事の種類

(b)家内工業の種類

(b)産業の種類

(c)従業上の地位
(Class of worker) 

1971年センサス

8ぅ



Ⅲ　調査事項
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（村など）

(i)最低5000人の人口をもつこと。

(ii)少なくとも男子労働力人口の75％は非農業に従

事していること。

(iii)少なくとも人11密度が 400人／平方キロである

こと。

このような従来の市部／郡部の区分のほかに， 1971年

センサスではいま一つ棟準市街化地域 (StandardUrban 

Area)が設定された（注22)。次の三つの条件を満たす地域

をこれに指定する。すなわち，

(i)人口 5万以上の中心になる町 (acore town)が

存在すること，

(ii)この中心の町と相互に密接な社会経済的むすび

つきをもついくつかの行政単位が隣接していること，

(iii)将来20~30年の間にこの地域が完全に市街化さ

れる見通しがあること。

このような標準市街化地域を定めた意味は，将来とも

ひきつづきこれら市街化地域について比較可能なデータ

を入手することによって，都市化の進展の実態を把握す

ることにある。従来1961年センサスにおいてはいくつか

の町の集まり (TownGroup)を特別の地区に指定して

都市化についてのデータを収集したが，これらの町の集

まりは時とともにその境界を拡げて近隣の地域を市街化

するので，次のセンサスによって同じ町の集まりについ

てのデータを収集しても，その比較は意味がなくなって

しまう。もともと，この TownGroupの概念もあいまい

で問題意識もはっきりしていなかった。標準市街化地域

の概念は，この TownGroupに代わるものとして1971

年センサスで新たに導入されたのである。

（注 1) 個人記録票と訳した例もある（『アジア諸国

の人fl統計と人口研究』 統計参考 fi料 No.49 ァ

ジア経済研究所 1971年）が， ここでは文字どおりの

訳語とした。

（注2) アジア経済研究所編『アジアの統計(1)』（調

査研究報告双書第21集）昭和37年 31ページ。

（注 3) Plans & Programmes・・・・・—, p. 10. この

農業センサスについては，その結果として Govt.of 

India, Ministry of Agriculture & Irrigation, Dept. 

of Agriculture, All India Report on Agricultural 

Census 1970-71, New Delhi, 1975，お5pp.が出てい

る。

（注 4) Plans & Programmes・・・・・—, p. 8. 

（注 5) Instructions to Enumerators for Filling 
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up the Houselist and Establishment Schedule, 

Census of India 1971, Delhi, p. 9. 

（注 6) Ibid., p. 9. 

（注 7) 事業所 J'）定義については，事業所票刀項を

参照のこと。

（注 8) Instructions to Enumerators for Filling 

up Houselist・・・・・・， pp. 10ー 11.

（注 9) 前掲， Instructionsto Enumerators for 

Filling up Ind和idualSlip…•••,p. 49. 

（注10) Ibid., p. 10. 

（注11) Instructions to Enumerators for Filling 

up Houselist・・・・・・,p. 22. 

（注12) Ibid., p. 16. 

（注13) Plans & Programmes•• …·, p. 9. 
（注14) Provisional Population Totals, Census 

of India 1971, Paper 1 of 1971-Supplement, 

Series 1, Delhi, The Manager of Publications, 1971, 

pp. 40ー 42.

（注15) Instru,tions to Enumerators for Filling 

up the Individual Slip…•••,pp. 42ー 43参照。

（注16) Provisional Population Totals, Paper 1 

of 1971-Supplement, Series 1, p. 44. 

（注17) Ibid., pp. 44ー 45.

（注18) Instructions to Enumerators for Filling 

up the Individual Slip…・・・, p. 7. 

（注19) Plans & Programmes……,p. 13. 

（注20) Instructions to Enumerators for Filling 

up the Individual Slip・・・・・・， p. 5. 

（注21) Plans and Programmes··…•,p. 11. 

（注22) Ibid., p. 12. 

m 調査 項

前節までで， 1971年人ロセンサスの組織と調査の概要

をみてきたが，ここでは個人票における調査事項につい

て，その定義と調査員による記入方法などについて検討

することにするぐさきに述べたように，個人票は17の大

きな項目について調査を行なうよう設計されている。国

連の区分にしたがえば，この17の項目のうち，第 7と第

8 fま地理的特性に関するもの，第16と第17が経済的特性

に関するもの，その他の13の項目が個人の人口学的特性

に関するものである。以下，それぞれの項目について調

査票に記されている順にその内容をみてみよう（注 1)。
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1．氏名

インドにおいては，婦人が自分の氏名や主人の氏名を

人に告げたがらないといった風習があるようで，調査員

マニュアルは，わざわざこのことに言及して，そのよう

な場合は「誰々の妻J,「誰々の夫」というように記入す

るよう指示している。名の付いていない幼児は「乳児」

(baby)と記入する。

2. 世帯主との続き柄

1せ帯主の定義は，前出の住宅名簿のところで述べたと

おりである。世帯主が誰であるかについては，申告者と

そのことで論争をしないよう注意書きがある。インドで

は，世帯主がはっきりしない世帯が多いようである。続

き柄の記入は， 「おじ」，「おば」といった表現は使わな

いで，母のあるいは父の兄弟というように記入する。

3. 性別

男はM, 女はFを記入。去剪された人 (eunuch)，両

性具有者 (hermaphrodite)はMとする＂

4. 年齢

満年齢を記入する。 1年に満たない幼児はゼロを記入

したうえ， かっこ書きで幼児 (infant)と補う。インド

では，自分の年齢をはっきり知らない人が多く，年齢別

センサスデータが著しいゆがみをもっていることが知ら

れている。そこで，マニュアルでは，なるべく正しい年

齢を調べるよう，たとえば年齢のはっきりしない場合に

は，その地域での有名な歴史的事件などをあげて申告者

の記憶をよびもどすなどの努力をするよう指示されてい

る。

5. 配偶関係

未婚 (NeverMarried)，打配偶 (CurrentlyMarried), 

死別 (Widowed)，離別 (Separatedor Divorced)の4

区分によって調査する。届出していなくても事実婚 (de

facto union)は有配偶とする。

6. 有配偶の婦人だけに対する質問

これは，さきにもふれたとおり 1971年センサスにおい

て初めて加えられたものである。

6.(a) 結婚年齢

初婚年齢 (ageat first marriage)をきいたうえで，調

査員はそれから現在まで経過した年数を計算し，記入す

る。

6.(b) 過去 1年間における出生の有無

死産は含まれない。幼児死亡の多いインドでは，とか

くそれが死産と混同されて申告もれとなりがちであるの

で，本人だけでなくまわりの人にも確かめるよう指示さ

れている。しかし，この質問はデリケートな問題なので

よく注意するようにとも書かれている。双子などの場合

には，出生有りとしてかっこ書きで子供の数を記入する。

7. 出生地

7.(a) 出生地

現住地で生まれた人の場合は， PL(Place of Living), 

その他の所で生まれた人の場合はその場所の名を記入。

後者に該当する人には以下の質問を行なう。

7.:b: 市部／郡部（注2)

現住地外で生まれた人の場所が市部 (Uを記入）か郡

部 (Rを記入）かを調査する。

7.(c) 郡

現住地が属す郡の中のある場所で生れた人は記号 D

を，その他は出生地の属す郡の名を記入する。

7.(d) 州／国

現住地の属す朴Iの中のある場所で生まれた人は記号x
を，その他の人でインド国内で生まれた人はその州名を

記入。インド国外で生まれた人はその国名だけを記入す

る。海r．で生まれた人の場合は，「海上生まれ」と記入

し， 7.(a),7.(b), 7.(c)にはXを記入しておく。なお，汽

車など乗りものの中で生まれたケースについては，出生

時の位置を出生の場所として上記の質問に答える。

8. 前住地 (LastResidence) 

ここでは，出稼ぎなどで他の市町村に住んだことのあ

る人も対象にして調査する。ただし，同じ市町村内で住

居を変更した場合は対象外とする。

8.(a) 前住地名 (Placeof Last Residence) 

生まれたときから同じ市町村に住んでいる人には記号

"PL" (Place of Living)を，その他の人ではもっとも最

近の前住地 (LastPrevious Residence)の名を記入する。

8.(b) 市部／郡部

前住地ある人についてのみ，そこが市部か郡部かの別

を記入する。国外の場合はXを記入。

8.(c) 郡

7.(c)の質問と同じ要領で記入する。

8.(d) 」小I/国

現住地と前住地が同一の州のときはXを，その他のケ

ースでは小1•1 または国名を記入すろ。

9. 居 住 期 間

現住地の市町村内での居住年数を記入。出稼ぎなどで

いったん現住地を離れた場合には，その後の居住期間と

する。ただし，短期間の旅行などの場合はこの限りでは

ない。
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10.宗教

ヒンズー教(H)，回教(I)，キリスト教(C)，シッキム教(S),

仏教(B)，ジャイナ教(J)の別にかっこ内の記号を記入する。

11.指定カーストまたは指定部族

インドでは，特別のカーストと部族は公けに指定され

ているが，それに屈する人についてそのカー←人卜名また

は部族名を記入する。指定カーストと指定部族名のリス

トは各調査員に配布されている。

12.読み書き能力

"literate"とは「ある言語を理解をもって読みかつ書

ける」ことと定義されている。申告があいまいな場合に

は，調査員が簡単なテストをしてみるよう指示されてい

る。読み書き能力ある人にはL，その他は0の記号を記

入する。

13.教育水準

上記12の質間でLの人についてだけ，最終の学歴を調

査する。修学中の場合は，終了した学年を記入する。ま

た，学位の保持者および技術者には特別の調査票 (De-

gree-holder and Technical Personnel Card)によって詳

しい調査を行なう。

4. 楊語 (Mother-tongue)

母語とは， 「子供時代に母によって話しかけられたこ

とば」と定義されている。幼児やろうあ者の栂語は，彼

らの母が通常話すことばとする。マニュアルでは，申告

者が申告した母語を修正したり，むりにちがったことば

を申告するよう強制してはならないと強く指示してい

る。これは，当時インドではヒンディー語を国語として

いることについて必ずしも世論が統一されておらず，言

語問題が政治問題化していることを考慮したためと思わ

れる。

15.その他の言語

母語のほかに，話すことのできる日語がある場合には，

よく理解して話せるものから二つまでを記入する。この

場合，読むことと書くことができなくてもよい。

16.主な経済活動

ここでは，全ての人を対象にその主な経済活動を調査

する。主な活動は，大きく二つのカテゴリーに分けられ

る。すなわち，労働者 (Workers) と非労働者 (Non-

Workers)である。労働者とは， 「経済的な生産活動に

参加している人」と定義されている。そして，この場合

の生産活動への参加の仕方は，商業，サービス業，専門

職のような規則的な仕れの場合は，調査時直前の 1週間

のうち 1I]でもこれらの仕事をしたかどうかの基準によ
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って判定する。

農耕などの季節的な仕事の場合は，過去 1年間を調査

期間 {referenceperiod)にとり，その間の主なシーズン

に通常毎H半H以上その仕事に従事したかどうかによ 9,

て判定することにした（注3)。

1961年センサスにおける労働者の定義は，これとは杓

干ことな.,ていた。規則的な仕事の場合は，調査期間を

2週間としたこと，また農耕などの場合には，シーズン

中毎日 1時間以上働いたかどうかによることになってい

た。そのため， 1961年センサスでは，労働力人口が著し

く大きくなってしまった。というのは，農家の主婦など

がシーズン中主人のために昼食を運んだり，若干の手伝

いをしただけで農業従事者になってしま /9たからであ

るのこのような1961年センサスの経験を生かして，上記

のような修上が行なわれた。また，ード婦学生などが家

栢や勉強のかたわら仕事を手伝うのは，改めてこれを副

党 (SecondaryWork)として調査することになった。

16.(a) 労働者，非労働者の別

まず，全ての人について前記の定義にもとづいて労働

者か非労働者かの区別をする。

16.（孔（i) 労働者（農業従事者，農業労働者，家内

工業者，その他の別）

労働者ということになると，ここでその内訳として四

つの区分を行なう。

ここで般業従事者 (Cultivator)とは， 「自作あるいぱ

小作として自ら農耕に従事すろ人」をいう。果樹園，菜

園，フ゜ランテーションなどはここに含めない。また自ら

は農耕しない地主もここに入らない。農業従事者は記号

Cを記入する。

農業労働者 (AgriculturalLabourer)とは， 「他人の

所有する士地で現金，現物などの報酬のために働く人」

をいう。 ALの記号を記入するc

家内エ栗 (HouseholdIndustry)とは， 「世帯主ある

いは世帯主とその家族によって，住宅内においていとな

主れる生産加工，修理などの経済活動」をいう。記号

はHHI。

その他の労働者 (OtherWorkers)は記号OWとして

記入する。 16.(a)(i)においては以上の四つのうちのどれ

に該当するかを質問し，それぞれの記号によって記人ナ

る。

-(1）点についても1961年センサスの調査はあまり適当

でなか 9)／』、こ。そこでは，質問8でまず農業従ポ者かどう

かをきき，次に質問9で農業労働者かどうか，質問10で



Ⅳ　集計および出版
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家内工業か否かをきき，最後にその他労鋤者について質

間するという方式がとられた。そのため，最初の方の質

問に “yes"の答が多くなってしまうというかたよりが

生じた。これを改善して， 1971年センサスでは，四つの

区別を1iij時に示し，その中から一つを選択させる方式を

とった。

16.(a)(ii) 非労働者（家嘔，学生，退職者・配当生

活者，依存者，こじき，などの別）

ここでは，労働者以外の全ての人について家事従事者

(Household Dutieヽ； H), 学生 (Student; ST)，退職者

または配当生話行 (RetirerlPerson or Rentier ; R)，依

存者 (Dependent; D)． こじき (Beggarヽ， etc.;B)，施

設収容者 (Institutions; I)，その他 (OtherNon-Work-

ers; 0)の別が凋査される。依存者には，幼児，子供．

不具者などが合まれる。その他の非労働行には，現在働

いていないが，仕非を探している人が人るように上叫の

分類は作らiしている。｛蜘ヽていなくて，ィt」iも探してい

ない人は依存行に分類される。従来と＇［火業行い把握は

なかなか困難であったので， 1971年セン 1/-スでは失業行

を蚊初から定義して調在するのではなく， J::心のように

失業者以外の人がまず格付けされ，最iすこ失業打がその

他として残るように謁査が1こ夫されたわけである。この

16(a)の調査方式は， インドのセンサス独特のものという

ことができよう。

16(b) 仕事の場所（村／町の名）

16(h)以下の質問は， 161a)において家内t業あるいはそ

の他労働者と答えた人に対してだけ c1)ものである。

16(c) 事業所の名称

16(d) 事業の種類

これは，」ド業の産業分類を凋査するもので，次の八つ

の大分類のうち該当するものと，その細かい内容も記入

することになっている。

(i)プランテーション，林業，漁業，牧畜業笠

(ii)鉱業および採石業

(iii)製造業

(iv)建設業

(V)電気，ガス，水道業

(vi)運輸・通信業

(vii)商業

(viii)専門およびサービス業

16(e) 仕事の種類

ここでは，牒業の内容についてなるべく細かい出人を

するよう指示されている。調査員には，職業分類長が参

考として配布されているが，全面的にこれによる必要は

ないとされている。軍関係者は公務とする。

16(f) 従業上の地位

従業上の地位は次の 4区分によって区分する。すなわ

ち，犀用主(Employer; ER)，屑用者 (Employee;EE), 

自営業主 (SingleWorker; SW)， 家族労働者 (Family

Worker; FW)の四つである。自営業主とは，家族以外

に雇用者を使わないで単独で仕事をする者をいう。

以上が 16.の項目での経済活動に関する調査事項の概

要である。最後に17番目の項Hとして副業 (Secondary

Work)：こ関するものがあるが，その調査方法は 16番目

のものと全く同じ形式によっている。ここで、副業とは

前記の労働者の定義からすれば，非労働者となるが，部

分的に主婦や学生などが経済活動に参加することをし、

V -

）。

（几 1) 以下，本節の品述は主に， Instructionsto 

Enumerators for Filling up the Indh,idual Sli/> 

゜
る:

I

 

9
f
}
 

ご9,9
 

(i I: 2) Ruralの成語を郡部とした。郡 (District)

と1上、一となる。

（注 :1) Provisional Population Totals, Paper 1 

of 1971-Supplement, Series 1, p.28. 

w 集計および出版

1. 暫定集計

さきにふれたとお;), 1971年4月3日に全ての実査が

終了し，それにひきつづき人[l記録票による暫定人口の

集計が，各朴lの製表事務所 (RegionalTabulation Office) 

で行なわれた。この集計は手集計で行なわれ， 4月8Fl 

までには全て中央の I'、口登録局に集約された｛注1)。そし

て， 4月12日には，センサス長官からインド政府に暫定

集計の結果が提出された。この間わずか10日間であっ

だ。

翌4月13日付けの Timesof India紙は， これを大

きく報道した（注2)。この暫定集計は，その後間もなく，

Provisional Population Totals, Census of India 1971, 

Paper 1 of 1971 として出版された。それによると，イ

ンドの人口は 5億4736万7926人となっている。この総人

11は， 1972年4月に確定数が発表され， 5億4794万9別9

人と修」］：された。朽定猿と確定数との差は， 58万1883人

で，わずか011％のくいちがいにすぎなかった（注3)。

1961年センサスの総＇＼目は， 4憶39<YT]j2582人であべ）

たから，この10年間こ（ンドの人IIは1億人以上増加し

89 
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たことになる。この間の年平均増加率は2.2％であった。

上記の1971年センサス人口は， 1961年センサスをもとに

して推計した1971年の推計人日よりも約1400万人少なく

なっている（注 4)。

なお， 1972年に公表された上記の確定数 5億4794万

9809人は，現在では 5億4815万9652人に変わっている。

両者の差は， 20万9843人で，これはシッキムがその後イ

ンドの 1州に加わったためである。前者の確定人口は，

国連の『統計年鑑』の1974年版までに記載されており，

1975年版からは後者の数字になっている。

2. 製表計画

1971年センサス全体の集計・製表計画は、次のとおり

である（注 5)。個人票の集計は，各州の削表事務所におい

て手集計で行なう。ただし，都市部の個人票の20％はバ

ンチカードで磁気テープに入力する。このテープを用い

て都市部についてのクロス集計を行なう。郡部のクロス

集計は， 10％のサンプルによって手集計で行なう。住宅

粟の集計は， 20％サンプル集計とする。また，事業所票

は全数集計をコンピューターによって行なう。サンプル

集計の導入は1971年センサスが初めてである。

以上が，集計計画の概要であるが，この計画どおりに

集計が行なわれたのかどうか，現在のところ明らかで：ょ

ない。

次に製表についてであるか，ここでは当初の計画と実

行の間に受更が行なわれている。現在行なわれている製

表の種類と表の数を示すと次のとおりである（注 6)。か 9—,

こ内の数字は当初計画による表の数である（注 7)。

Aシリーズ 一般人口表 5表(5)

Bシリーズ —清＾般経済表 9表(19)

Cシリーズ 社会文化表 8表(9)

Dシリーズ 人口移動表 6表(6)

Eシリーズ 事業所表 4表(6)

Fシリーズ 出生力表 5表(15)

Gシリーズ 学位保持者・技術者表 12表（未定）

Hシリーズ 什宅表 4表(4)

このAからHにいたる記号と，その中の表番号は， J、卜1
別の報告書において共通に使用されている。

3. 結果の公表

インドの人目センサス報告書は膨大な量に達する。

1961年センサス報告害の刊行は、 1971年センサス実施後

にまで行なわれていた。1961年の場合，報告？tを刊行する

にさいして，出版計画の概要を印刷した刊行物 A Guide 

to the 1961 Census Publication Programmeが出さ

90 

れた。これ自体 300ページに達するほどの書物である。

それによると，当初1476冊の報告書が作成される計画に

なっているが，その後10年以上の間に，この計画も修正

されて，結局， 1961年センサスの報告書は1133冊となっ

た（注8)。参考までに，各回センサスの報告書数を示すと

次のとおりである。

1870年代センサス 56冊

1881年センサス 68 

1891年センサス 179 

1901年センサス 129 

1911年センサス 117 

1921年センサス 186 

1931年センサス 171 

1941年センサス 151 

1951年センサス 495 

1961年センサス 1,133 

1870年以前の部分センサスの報告書までいれると，合計

2722冊の大量となる。

1971年センサスの報告書については， 1961年の場合の

ように全体の出版計画は示されていないので詳しいこと

は明らかでないが， 1961年のそれを下廻ることはないと

思われる。

現在までに刊行されている1971年センサス報告書の出

版目録的な小冊子 1971Indian Census Publications 

(92pp.）が1975年に刊行されているので，以下， それに

よって報告苫の全体的な構成と刊行状況の概略をみてみ

る。

まず，報告書の構成は，ほぽ1961年のそれと類似した

ものとなっている。大きく，全体を l~30のシリーズに

分ける。シリーズ 1が AllIndiaで，そのあとシリーズ

2 ~22が22の各州に割当てられ，シリーズ23~30が八つ

の特別地域に割当てられている。順序はアルファベット

順である（注9)。州の数22とシリーズ番号数 (2~22の計

21)が一致しないのは，あとからシッキムをシリーズ18

ラジャスターンの次にシリーズ 1釦として挿入してVヽる

ためである。なお，現在のミゾラム特別地域は， 1971年

センサス時には MizoDistrictとしてアッサム J川に入れ

られている。

次に，上記のシリーズの内訳として，パート (Part)

およびサブ・パート (Sub-Part)という区分が作られて

いる。パートは Iから Xまでの番号つきのものと，その

他ペーパーあるいはモノグラフのシリーズがある。サブ

・パートは，記号A, B, C…を用いて表現されてい



Ⅴ　結果についての若干の検討
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る。

パートの区分は次のとおりである（サブ・バートの区

分は省略する）。

バート I センサス一般報告

パート II 人ロセンサス表

パートm 事業所についての報告と表

パートW-A 住居についての報告と住居についての

補足表

パートW-B 住宅についての表

パート V 指定カーストと指定部族についての特別表

と民俗学的注

パートVI-A 町のディレクトリー

パートVI-B 選択された村についての特別調査報告

パートVII 学位保持者・技能者についての特別報告

パートVl11 行政報告

パート1X センサス地図帳

パート1X-A 行政地図帳

パート X 郡センサス・ハンドブック

以上が， 1971年センサス報告苔の全体的な構成である。

現在までのところ，前記の資料によってみると，数百

冊の報告告が出ているようである。州別の報告苔につい

ては省略して，全インドのものについて，その中から主

なものをあげると以下のとおりである。

第 1に，バート IIとして二つの報告貨，すなわち，

Part II Special と PartII-A(i)がある。前者には，各

歳別を含んだ年齢別人口が示されていること，後者には

インドの全HIおよび全郡の人口と基本的な人口指標が示

されているので，ともに利用価値の高いものと思われる。

第 2に，ペーパーシリーズとしてすでに度々引用した，

Provisional Population.Totals (Paper 1 of 1971,ぉ

よび同 Supplementの2冊）から Ageand Life Tables 

(Paper 2 of 1974)までの 8冊がある。

第 3に，モノグラフシリーズとしてセンサス 100周年

記念シリーズ (CensusCentenary Monograph)がある。

No. 1 O) Indian Census in Perspectiveから No.10 

の Language Handbook on Mother Tongues in 

Census までの10冊と， Pocket Book of Population 

Statisticsおよび CensusCentenary Atlasの2冊の計

12冊が出ている。

その他にも，現在までにモノグラフが 5冊出ているが，

資料名は省略する。

（注 1) Provisional Population Totals, Paper 1 

of 1971, Series 1, pp. 29--30. 

（注 2) "Population Growth Controlled'＇という

見出しで若千の解説を付して暫定集計の結果を紹介し

ている。

（注 3) Eastern Economist, June 30, 1972, p, 

1279. 

(it4) このことをもって家誤計両の効果たと評価

することはできないが，前記（注 2)の Timesof 

India 紙の見出しはそのような印象を与えかねない。

（注 5) Plans & Programnws……,p. 15. 

（注 6) 各表の内容にわたる詳しい製表計画は，次

を参照のこと 0 General Population Tables・・・…,pp、

4 -6. 

（注 7) Plans & Programme……,p. 15. 

（注 8) Bibliography of Census Publications in 

India, Census of India 1971 (Census Centena巧

Publication), No. 5, Appendix II, pp 470ー 473

（注 9) 州および特別地域の名およびその配列の順

序については，第 4表の最左濶を参照のこと。

v 結果についての若干の検討

本稿は，センサスデータの分析を目的としたものでは

ないので，詳しい分析はさけるが，最後に， 1971年セン

サスの結果について概観と若千の検討を行ない，データ

利用上の問題点を指摘しておく。

まず第 1に，比較的閲題の少ないデータによって， 1971

年までのインド人口の推移をみると，第2表および第 3

表のとおりである。第2表は， 10年ごとのセンサスによ

る人口の伸びを示すもので，人口の加速的増加と性比の

上昇の状況を示している。また，第 3表からは，ゆるや

かな都市人口比率の増加傾向と教育の普及による文盲率

<― `I~ 第 2 表 インドの人口増加と性比 ー

七ンサス人口 増 減 1
増減率性比

年次
（人） （各10年間） ＇（尉望｝ 1（夏詞閤

”””””””””t v.. ~ • しし

1901 I 238,396,321 i -: -1 102.9 
1911 I 252,093,3901 + 13,697,0631 + 5.751 103.8 
1921 I 251,321,2131 - 772,1771 - 0.311 104.7 
1931 I 21s,977,238I + 21,656,025! +11.001 105.3 

1941 I 318,660,5801 + 39,683,342• +14.221 105.8 
1951 I 361,088,0901 + 42,420,435 +13.311 105.7 
1961 1 439,234,771 + 77,682,873| ＋21.51 1（い
1971 I 548,159,652 +108,9叫，881;+24.801 107.5 

ーーく、 ～”ゞ 喩”””””””▲9

（出所） General Population Tables, Census of 

India 1971, Series 1-India, Part II-A (i), 

Delhi, The Controller of Publications, 1975, p. 

131より作成。

9I 

） 
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第 3衷 都市人口比率と説み習ぎ能力
. ----...  

センサス 都市人口 説み習き能力（総人口に

年次
I Jt 率 対する比率） （％） 

（％） ロI IU 
:)）＇  1 女

1901 I 10.9 ・ 5.4 9. 8 i o. 7 
1911 I 10.3 5.9 ! 10.6 I 1.i 
1 9 2 l l l. 2 7. 2 12. 2 l.8 
1 931 I 12.0 9.5 ! 15.6 I 2.9 
1 9 5 1 I 17. 3 - 16. 7 25.0 I 7.9 
1 9 6 1 18.0 24.（） 34. 4 13.0 
1 9 7 1 I 19. 9. 29. 3 i 39.s I 18.4 

．．．．．．．．一~ー•-- --

（資料） Provisional Population Totals, Census oj 

India 1.971, Paper 1 of 1971 Seires 1, Delhi 

The Manager of Publications, 197]，の第 2, 3 

}~より「「 1戎。

の低下をみることができるっ

次に，第 4 表は， 4•I•I および特別地域別に人口と関連の

人[1指椋を示［たものであろ。これらの指楳でみるかぎ

り，州により地域によりばらつきが大きいことがわかる。

以上ぱ， 1971年センサスデータを中心にしてみたイン

ド人口の慨観であるが，次に，データの精度に問題があ

るものの例として，年齢別データと労働力に関するデー

タの二つをとりあげてみてみることにする n

インドの人l1センサスにおける年齢別データとりわけ

各歳別データの不正確さは有名であるが， 1971年のそれ

はどうであちうかc 冷2図は，それを図示したものであ

るe 依然として，末尾の数（）と 5の年齢への著しい集積

(age heaping)がみられる。

いま， 1961年の場合と比較するために，集積の度合い

を叶るマイヤーの指数（柁いを計算してみると 66,3とな

ふ集積の著しい末尾の数ばまず第 1位が 0, 第 2イ｛，

が 5, 以下 1,7,:l,4,6, 2, 8の順となってし‘るぐ

1961年では'.-.の指数は，男f,8,2. 女6］.8であった注 2! 

第 4表
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111！：：人 11 、i）よ て ｝ 閃 氾 指 尻 (1971打）
-------- ~~-

J. I'. ）、 ii 人目密度 性 J49ム 都市人 1世帯‘月り

り、 叫ふり （： ：！］言い］（男／女 xl(）（）） 尺91平均人[1
I 

： （人）
- ____,_'''''-ー99 9 9 9 ,  -

I 
1 548, 159,652 | 100. 0 177 1(）7.5 19.9 5.5 

43,502,708 I 7.9 157 102.4 

~- 19.9 !—— 
19.3 ・ 4.9 

14,957,542 2.1 150 111.5 I 8.9. 6.o 
56,353,369 10.3 324 104.9 I 10.0 5.7 
26,697,475 4.9 136 1 107.0 I 28.l : 5.7 
10,036,808 1.8 227 ! 115. 4 17. 7 i 6.3 

3,460,434 0.6 62 1 104. 3 1 7.o! 5.3 
4,616,632 ・ 0.8 --, 113.9 i 18.6 6.0 
21,347,375 1 3.9 549 1 98.4 I 16.2 6.0 
41,654,119 I ＇ I 7.6 94 • 106.2 I 16.3 5.4 
50,412,2351 9. 2 164 | 107.5 31. 2 5.3 

l,072,753 (9)．2 48 ! 102. （） 13. 2 5. 9 
1,011,699 (）．2 45 1 106. 2 14. 5 4. 9 

29,299,0141 5. 3 1531(）4.5 24. 3 5.6 
5l6, 449 0. 1 31 1 1 14. 9 1(）．0 5. () 

21,944,615 ! 4. （） 141 101. 3 8. 4 5. 2 
！ 

13,551,060 I 2. 5 269 1 115.6 I 23. 7 5. 9 
25,765,806 | 4.7 75 109.8 17.6 5.7 

209,843 I o.o 

I 

29 1 115. 9 1 9. 4 5. 5 
41,199,168 I 7.5 :-n7; 102.2 I 30.3 4.8 
1,556,342 1 o.::i 149 ; 106.1 i 10.4 s.7 

氾，341,14,1 ! 
I 

16.l ::JOO'113.8 I 14.0 5.6 
44,312,011 : s.1 504 ; 112.3 I 24.7 5.5 

冒!:~
90. 5 ; 

I 

° i ti 
89.7 I 5.1 
26.4 i 。i ~・ i
42.0, 5.2 

23. アンダマン・•こっバル諸 t;, 1 15, 133 
24. アルナーチャル・フラ・9=＇，ー、 9 467.51 1 
25. づャンうィーカル ； 257. 251 
26， ダ Fゥラ・・，｝ •-力）i ノ、ウコ・ 1; 1 74, 17(J 

27.うリー 4,065,6~18 
28. ゴア・タマン・ティウ 857,771 
29. ラッカう ィウ・ミニコイ訊 i', ：,il,810 
:io. がンうィブゴリ 471,707 

` `  ` ̀  `  ` ` `  ` `  ` ̀  `  ` ` `  ` 

i'！： 2)くと 1,;Jlゞ賓料 (pp.54・ -55) より 9JI'ら，，！ 、:i'I戌。
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第 2図 各歳別人il（易女計， 1971打）

（人）

万

—, 

＇ 5, 

10 30 祁

I II II 

i 

， 
49: S0 60 70 別心~な知

（出所） All India Census Tables-→Estimated 

from One Percent Sample Data, Census,}fIndia 

1971, Series I, Part II Special, Delhi, The :¥Ian-

ager of Publications, 1972, pp. 125-・126 ょ，11午

成。

から，これでみるかぎりでは集積(1)度合いはひどくなっ

ている（注3)。

このような年齢別データは，補正をしなくては利用で

きないであろう。補止の方法としても→とも簡略なもの

は，これを 5歳階級にくくつてみることである。第 3図

は，各歳別データを 5歳ごとにまとめて，その構成比を

作り人ロピラミッドに図示したものでおる。イト齢別構造

について何ら役立つような•I肯報を与えなかっに第 2 図

も，このようにしてみるとインド人1」の年齢別構造を不

ト分ながら示してくることがわかる。

し、ま一つデータヒに問題のあるもの~してグパ動）J に関

するデータをとりあげてみよう。

窮5表は，労働力人いの比率を1961年との比校で示し

たものである。これをみると女子の労働力人口い比ポが，

この10年間で著しく低下しているのに気ろく。これは，

実態を反映しているとい、＾1上りもむしろ，さきに謁査事

項の節でふれたように調査｝j法のちがいによるところが

第5表 労慟力人いの総人日に対する比率（％）

年次

1961 

1971 

. 

I片 i 女

］一塁：i―- ---

第 6表 ・労働力人 IIの構成（％）

l農業糾事者農屎祖阪J者 ー一

iCultIVators)| （A. L.） 1その他
- -

計 52.s I 16. 1 I 30.5 
＇月 51.4 : 13.4 ! 35.2 
i)、| 55.7, 23.9 ! 20. 4 

, 1 ! 42. 9 25. 8 ; 31. 3 
リ＇1 I 46.4 21.1 • 32.5 
女 i 28.0 45.9 26.1 

0

2

 

鴎

悶

（出所） Provisional Population Totals, Census 

of India 1971, Paper 1 of 1971-Supplement, 

Series 1, Delhi, Manager of Publications, 1971, 

第 4表より作成。

100.0 
100.0 
100.0 

（出所） 孔5表と同じ資料(/)5表）によ；；。

大きいと恩われる。つまり， 1961年センサスにおいては，

:．婦が労働）］人日に混人してしると考えられるからであ
., 
な）。

第 6表は，労働力人ll（ただし，ここには失業者は含

だれでいない）の内訳について，その構成比を比較した

ものである。これをみると，男女ともに農業従事者の比

率は低下し，農業労働者のそれは増加している。とくに

女子において著しじ。これも，調査方法の相違によるも

（「）と思われる。それと＼、まひと J_)，1961年センサス時に

おいては，近く農地改革が行なわれるとの風説があり，

臭業労働者でもセ：，壮・，，にあた＇，て農業従事者であると

申告すれは，—!-:地力兒分されるか 1、しれたし、といわれ，

杖：しく農業従事者の数が増えてしまったということにも

にるようである(iE41ぐ

第5,6衣1ま，実態と示すも(/)ではなく，むしろ調在）j

法がいかに統社に影警を与えるかを示すよい例としてこ

-に示し、'•こす＇）けでおる 1971年暫定気計の報；1；伐では，こ

り）点にふ:ill971年センサスの方により妥当日があると辿

べているが，いずれにしても経済活動についてのデーク

;')時系列比較は，この主までは行ばえないであろう（注 5)し

以上， 1971年センザス結果に'')いて，そU)問題点の

部を例示的にとりあげたが，今後報告害の刊行が進むに

/）れて， も，；と全面的たセン吐スデークのげ価が行なi)

れる必要があるであろう。
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第3図 5歳階級別人ロピラミッド (1971年）

年齢

女

%8  7 6 5 4 3 2 

l5~19 

l0~14 

5 ~ 9 

0 ~4 
I 

0 0 2 3 4 5 6 7 8%  

（出所） 第2凶と同じ資料 (p.127) より作成。

（庄 1) マイヤーの指数は，理論的には 0から180の

闊にあり，指数が大ぎいはと比積か署しいことを示す。

~t 算方法については，拙稿「人 II 統，：tの評価方法」

（アジア経済研究所『アシア諸国の人口統計と人口研

究』統叶参考資料 No. 49 1971年 Jl:、元品）参照。

（注2) 小林和正編『アジア諸国の人口統計評価と

人口分析』 （アジア経済研究所研究参考資利1801971 

年） 80ページ。

（注 3) 1971年データは抽出楳計によるものだから

桃本誤菜を含んでいるか， 5低5000万からの 1％抽出

であるから，探本J呉ir̀:t, 1懇悦てぎるほど小さいであ

ろう。

（注 4) Provisional Pojmlation Totals, Paper 1 

of 1971--Supplement, Series 1, p. 27. 

（注 5) この点については，別の機会に，データの

補正か可能か否か検吋を行ない，改めて論じたいと考

そのようなインドの人ロセンサスについて，その調査

方法と調査項目を検討し，そこでの問題点とデータの性

格を明らかにしておくことは，決してむだではないだろ

う。最後に， 前掲資料 Plans& Programmes•…••, （P 

22)の中の一文を引用して， 1971年インド人ロセンサス

の紹介を終えることにする。

" The Indian Census will try to justify its reputa. 

tion of being the richest single source of information 

on the people of the country." 

〔付記〕

本稿は，（財）日本統計協会が（財）統計研究会に委託

したii党の一部として，昭和48年に翌者がとりまとめ

た耗化書（人口統計資料 8)を，最近の資料を用いて

げ I（し：全面的に加筆・補正したものてある。本誌への掲

披を f承された両機関に謝意を表する。

（早稲田大学助教授）

えている。

おわりに

インドの人目センサスは，単に人ll静態統計だけでた

く，広く経済，社会，文化などに関するもろもろのデー

タを包含しており，椛界でももっとも大規模な社会調査

(social survey)の一つともいえよう。次に回帰するセン

サスまでの10年の間，情報の源泉は常に今回のセンサス

であるといっても過言ではない。
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